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自然との関わりを通して 

                                    園長  和島 千佳子 
 

夏の終わりの園庭には、６月に発芽したヒマワリが生長して小さなつぼみをつけています。花が咲

くのを楽しみにしている５歳児ゆり組の子供たちの願いが叶いますように！ 

４歳児もも組がまいたオクラは、びっくりするくらい大きな実をつけ、中には茶色くなり種ができ

ているものもあります。葉に触れると閉じるオジギソウ、そばを通るとやってみたくなるようで、小さ

な指先でちょんちょんっと触れ、変化をじっと見ている姿がよくあります。一学期、登園時に保護者の

方と離れがたい日があったお子さんもいましたが、そのようなときに、先生と一緒に「芽が出ている

よ」「大きな葉っぱだね」など、園庭の栽培物の様子に興味をもち、そこから気分が変わり、園の一日

が始まることもありました。 

また、毎朝アサガオが涼しげな色で咲いています。この花は、2003年に新潟の莇平で採れた種から

続く「明後日朝顔*」で、一昨年は岐阜の「ながら」、そして昨年は区内の他の幼稚園で育てた種を分け

ていただいたものなのです。種まきのときにそれを知ったゆり組は、秋に自分たちが種採りをして、翌

年につないでいくことも楽しみにしているようです。畑のトウモロコシが自分たちの背丈より大きく

なっている様子に「最初はあんなに小さい種だったのにね」としみじみ振り返る言葉も聞かれます。 
 

*「明後日朝顔プロジェクト」は、朝顔の育成を通して、人と人、人とコミュニティ、そして地域と地域を 

 つなぐ、日比野克彦氏によるアートプロジェクトです。 
 

種から生長し変化を見せ、また種を付ける植物。ずっと前からここにあり、幼稚園を見守ってくれて

いるような大きな木々。そして、そこに生息している小さな虫たち。身近な自然に関わりながら、子供

たちは日々の変化や予想を超えた事象などに出会い、心を動かされ、様々な気付きや、美しさ、不思議

さを感じています。 

幼児期に、身体諸感覚を伴って感じ考えたことは原体験となり、主体的に深く考え学ぶことの源とな

るでしょう。これからも、日々の暮らしの中で、子供たちが感じ、考える姿を大切に捉えていきます。

そして、子供たちの感じ方や気付きなどに寄り添い、一緒に考えていきたいと思います。 

<ヒマワリの変化＞  芽が出たよ    →  背丈が伸びて、葉っぱが増えたね   →   つぼみができた 

                       

大きなオクラ！                        アサガオ（明後日朝顔） 
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